（様式）利用課題申請書（グランドチャレンジ大規模計算制度）
2018年2月15日改定

平成○○年度（春期／秋期）　グランドチャレンジ大規模計算制度　利用課題申請書

利用課題名（日本語40文字以内、英文200文字以内）
日本語　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

英文　□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

１．利用課題責任者

	フリガナ
	所属
	職名

	氏名
	郵便番号
	連絡先住所

	NAME
	E-mail
	電話番号
	FAX番号

	
	
	

	
	
	

	
	
	
	


２．利用課題内容

２－１．申請カテゴリーと希望計算時間
（各カテゴリーの詳細は公募要領などにて確認してください。ここで記した希望計算時間は、２－８．の記載と一致させてください。）

・（カテゴリーＡ／カテゴリーＢ）より選択

カテゴリーＡ：　全ノード利用
　　　　　　実施課題数：2課題程度（申請状況により最大4課題）
カテゴリーＢ：　180 ノード利用（予備ノードが多少追加される可能性あり）
　　　　　　実施課題数：1課題程度（申請状況により最大2課題、2課題採択時は1課題あたりの計算資源が調整されます。）
・課題実施に最低限必要な計算時間



○○時間
・予期せぬトラブル対応や性能改善等に必要な予備計算時間
○○時間

（こちらは相談の上、時間調整させて頂く可能性があります。）

２－２．利用課題概要（５００字以内）

２－３．利用目的

２－３－１．学術的背景とその中での利用課題の位置付けについて

２－３－２．当該分野における利用課題の特色・独創性について

２－３－３．利用課題にて予想される結果と意義について

２－３－４．当該分野においての国内外での大規模計算の現状について
２－３－５．申請者グループにおける、これまでの大規模計算の実績について

２－４．利用課題説明

（特に詳しく説明をお願いします。）

２－５．実施計画

（本制度によって達成可能な最終目標に加え、TSUBAMEの大規模ノード占有に先立つ予備実施を含めて達成可能な中間目標を具体的に記述してください。）

２－６．成果発表の計画

（本制度によって達成された成果の発表計画（注目度の高い学会発表やプレス発表など）を具体的な学会名や予定日などを挙げて記述してください。）
２－７．TSUBAMEでの準備状況について

（なくても構いませんが、大規模計算実行前までにアカウント発行手続き、コンパイルやテスト実行などの準備を完了する必要があります。）

２－８．本制度にて達成可能な計算性能とそれに必要な計算機資源の見積りについて
（初めて東工大スーパコンピューティング環境を利用する場合はお手元の計算機での見積でも構いません。ここで記した希望計算時間は、２－１．の記載と一致させてください。）

（TSUBAME3.0の計算機資源：　本制度にて提供する資源は、カテゴリーＡではTSUBAME3.0の計算ノード約540ノード、カテゴリーＢでは全ノードの約1/3の約180ノードを占有利用することを想定して下さい。なお、TSUBAME3.0の計算ノードは28CPUコア, 4GPU, 256GBメモリを搭載しております。ご不明な点がある場合はお問い合わせください。）
(a) 課題実施に最低限必要な計算時間



○○時間
(b) 予期せぬトラブル対応や性能改善等に必要な予備計算時間　
○○時間
(b)の時間は、採択数と提供可能計算資源の兼ね合いで調整となるため、提供計算時間はmin. (a)時間、max. (a)+(b)時間です。

本制度にて達成可能な計算性能 ＿＿ TFLOPS　

（カテゴリーＡでは重要な審査対象となります。カテゴリーＢでは記入はオプションです。本制度にて達成可能な成果を示す指標として計算性能が妥当でない場合は、他の適切な指標にて記載可能。その際には、その指標の意味と、達成可能な値の意義も説明すること。）

（カテゴリーＡのみ) 全ノード占有実行の実施を、２回に分割することを希望するか。

（分割を希望する場合は、下記の例を参考に(a)と(b)の時間を２分割してください。記載がない場合は等分割させていただきます。

例１： 希望する。　１回目は(a, b)=(3時間、1時間)　　２回目は(a, b)=(2時間、1時間)


例２： 希望する。　１回目は(a, b)=(5時間、0時間)　　２回目は(a, b)=(0時間、2時間)


希望しない　／　希望する 

その見積り根拠について

２－９．利用するコンピュータプログラムについて

（以下の項目を、利用するプログラムは必要に応じて記述欄を増やしてください。）

プログラム名：　

動作実績：（ハードウェア、OS、コンパイラ、ライブラリ、具体的な環境名等）
最大問題サイズ：

並列実行効率：

最大メモリサイズ：（1プロセス当たり、および総合計）
最大ストレージサイズ：（1プロセス当たり、および総合計）
要求最大入出力性能：（メモリ、ストレージ、通信網）
２－１０．利用課題の基礎となる査読付公刊論文の有無について

２－１１．過去２年間の申請メンバー（課題従事者）の本制度での採択状況と今回の申請課題との相違点 （過去2年間に本制度に採択された経験がある場合のみ記載）

○採択時期：
平成○○年度○期
採択課題名：
○○○○○○○○○○○○○○○○○○
採択時期：
平成○○年度○期
採択課題名：
○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○今回の申請課題と過去2年間に採択された課題の相違点
（過去2年間に採択された課題の目的や意義などを明記した上で、今回の申請課題の目的や意義の特徴を記載すること）
○継続課題としての認定
（希望あり／希望なし）
（継続課題として認定された場合は、直前に採択された分の利用成果報告書 別紙の提出が免除されます。継続課題として認定されることを希望する場合は、前回の実施で得られた成果の概要を以下に記載し、今回継続しなければならない理由を示すこと）
３．利用課題実施に際しての留意事項

· 申請課題において、安全保障貿易管理に関する法令又は指針等により手続きが定められているものは当該手続きを実施し、当該法令又は指針等に適合する平和利用であるか：
［適合する平和利用である／適合する平和利用ではない］
参考資料：経済産業省「安全保障貿易管理について」
http://www.hkd.meti.go.jp/hokia/anpo_gaitame_r/anpo_kanri.pdf
安全保障貿易管理ハンドブック
http://www.meti.go.jp/policy/anpo/kanri/bouekikanri/daigaku/0803handbook.pdf
· 申請課題のうち、生命倫理及び安全の確保に関し、文部科学省「生命倫理・安全に対する取組」他、法令又は指針等により手続きが定められているものは当該手続きを実施し、当該法令又は指針等に適合しているか：　
［適合している／適合していない］
参考：文部科学省「生命倫理・安全に対する取組」
http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/index.html
· 申請課題において、相手方の同意・協力や社会的コンセンサスを必要とする研究開発または調査を含む場合には、人権および利益保護への配慮を行っているか：
［配慮を行っている／配慮を行っていない］
４．課題従事者一覧
（利用課題責任者も記載してください。課題従事者のうちアカウント発行が必要な人数は原則５名以内とします。また適時、記入欄を追加してください。）

課題従事者の人数　合計＿名　（うち、TSUBAMEのアカウントが必要な人数 ＿名）
	
	所属
	職名

	フリガナ
	郵便番号
	連絡先住所

	氏名
	E-mail
	電話番号
	FAX番号

	NAME
	TSUBAMEアカウントの必要性（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）

	課題従事者１
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）

	課題従事者２
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）

	課題従事者３
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）

	課題従事者４
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）

	課題従事者５
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載）/不要）


５．用語集（専門分野の人以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やしてください。）

【用語1】

【用語2】

注1.　各項目の記載にあたっては、十分な説明を行うために既存のスペースから行数を適宜増やしてかまわない。

注２.　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４判とすること。

